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仁尾港

1. 概況

　仁尾港は香川県西部、旧仁尾町（現在の三豊市）に位置し、
鶴と亀の形をした、大蔦島、小蔦島により波をさえぎられた
天然の良港である。
　仁尾は室町時代、四国管領細川氏の守護所が置かれ、瀬戸
内海の海上交通の要衝であり、かつ天然の良港を持つ立地条
件を生かして発展の基礎を築き、江戸時代には丸亀藩から醤
油、酒、酢等の製造販売の特権が与えられ、また、茶、綿、
生糸などの生産と取引により、港町として大いに繁栄した。ま
た、江戸時代後期から大正、昭和にかけては約76haにわたる
大規模な塩田の造成を行い、港は製塩の積出しで賑わった。
　昭和47年に塩田は廃止されたが、その跡地は新しい時代の
要請に応えて現在では、住宅用地、公共施設用地、レクリエー
ション施設用地、水産関連用地等に整備され、また港湾整備
においても物流、漁業関連施設等を有する新しい埠頭の建設
が行われた。
　本港は、その良好な自然を生かして本県の海洋性レクリ
エーションの西讃地域の拠点としてマリーナ整備を行い、平
成5年の東四国国体ではヨット競技会場として利用された。
　また、仁尾港海岸仁尾地区では、昭和56年度～平成10年
度にかけて高潮対策事業により、景観および利用面に配慮し
た階段式護岸や遊歩道を整備し、地域の人々の憩いの場と
なっている。
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